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か
つ
て
湖
南
省
に
あ
っ

て
笑
面
虎
（
表
面
は
＝
コ
Z

コ
し
て
い
て
心
が
陰
険
な
人）

と
噂
さ
れ
た
華
国
鋒。

年
齢
一

っ
と
っ

て
も
五
十
九
歳
か
ら
六
十
七
歳
ま
で
諸

説
紛
々
、

得
体
の
知
れ
な
い
人
物
で
あ
る
。

け
だ
し、

こ
の
男
に
と
っ

て
帝
王
の
座
は
決
し
て
偶
然
な
も
の
で

は
な
い
。

彼
こ
そ
は
江
青
以
よ
の
毛
側
近
だ
っ

た。

編・
訳
／
中
嶋
嶺
雄

席

ま鋒
の

徹

底

大

研

究

－
そ
の
出
生、
経
歴、
思
怨、
行
動
の
す
べ
て

毛
・

周
双
方
の
地
位
と
権
力

つ
い
て
二
年
前、
い
わ
ゆ
る
「
批
林
批
孔」

運
動
た
け
な
わ
の
中
国で
は、
幼
稚
闘の
子
ど

も
た
ち
ま
で
が
林
彪
批
判・
孔
子
批
判の
キヤ

シ・へ
1y
に
参
加
し、「ピ
1・
9ン（
批
林）、

ピ
1・
コ
シ（
批
孔）、
ピ
y、
ピ
y、
ピ
ッ」

と
歌ぃ、
踊っ
て
い
た。
あ
の
文
化
大
革
命の

高
揚
期に、
毛
沢
東
を
た
た
え、
林
彪
を
た
た

えて
子ど
も
た
ち
が
劉
少
脊
打
倒
を
叫ん
で
い

た
の
と
同
様で
あっ
た、
そ
の
中
国で
今
度
は、

文
化
大
革
命の
中
心
的
な
担い
手
で
あっ
た
江

官、
間以
春
橋、
挑
文
元、
王
洪
文
の
上
海グル

ー
プ
四
人
組
が
劇的
な
転
落
を
遂
げ、
「
四
巾討

を
除
く」
と
の
ス
ロ
ー
ガン
の
も
と
に、
と
れ

ら
「
県四
人
組」
はい
ま
や
幼
稚
園の
子
ど
も

た
ち
か
ら
「
チュ
y、
チュ
ッ、
チュ
ッ、
チ

ュ
ッ、
チュ
1（
除）、
ス
1ρ
イ（
四
容）」
と

あ
ざ
け
ら
れ
て
い
る。

し
か
も、
江
背女
史
は、
，
偉
大
な
帝王’

毛
沢
東の
未
亡
人
で
あり、
ま
だ
「
喪」
も
明
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げ
な
かっ
た
とい
う
の
に、
，
京市王a
の
霊
前で

弔
辞
を
競
ん
だ
そ
の
男
（
華
国
鋒）
が「
護
主」

も
ろ
と
も－
網
打
尽に
打
ち
とっ
て、
八
億
民

衆
の
「
公
敵」
に
し
て
し
まっ
た
の
で
あ
る。

い
か
に、
文
革
派
上
海グ
ル
ープ
が
大
島県
か
ら

浮
き
上
がっ
た
存
在で
あっ
た
と
はい
え、
い

か
に
彼
女
ら
が、
「
君
側
の
好」
と
し
て
政
治
を

私
物
化
し
て
き
た
と
は
い
え、
と
の
よ
う
な
酷

烈
き
わ
ま
り
ない
背
信
的
処
断
は
常
人
に
は
不

可
能で
あ
ろ
う。
もっ
と
も
「
階
級
闘
争」
の

名
の
も
と
で
の
中
固
に
お
け
る
織

力闘争
は、

ま
さ
に
文
革
派
の
主
張
ど
お
り、
「
喰
う
か
喰

わ
れ
る
か
の
闘
争」
な
の
で
あ
る
か
ら、
と
の

よ
う
な
挙に
出念
け
れ
ば、
＃事
国
鋒
が
「
喰
わ

れ」
た
か
も
し
れ
念い。
ζ
う
し
て、
過
去
十

年
問、
文
化
大
革
命の
旗
手
と
し
て、
「
毛
沢

東
思
想」
の
もっ
と
も
正
統
的
な
継
承
者
と
し

て、
毛
沢
東
体
制
下
の
激
動
の
中
国
の
n紙
上
庖

に
位
置
し
て
き
た
上
海
グ
ル
ー
プ「四
人
組」
は

一
挙に
失
墜し
て
し
まっ
た。

ζ
の
篤
くべ
きド
ラマ
を
代
償と
し
て、
つ

い
八
か
月
以
前に
は、
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
名

も
知
れ
な
かっ
た
党
内
序
列
第
十
四
位
（
副
総

理
序
列で
も
第
六
位）
の
人
物
が、
つ
い
に

，
帝王8
の
地
位
を
継い
で
党
主
席
と
なっ
た

の
で
あ
る。
し
か
も
当
面
は
国
政制
段
総
理
を
も

兼
任
す
る
よ
う
で
あ
る
か
ら、
義
国
鈴
は
い
ま

や
ポ
ス
ト
と
し
て
は
毛
沢
東
の
地
位
と
周
恩
来

の
地
位
の
双
方を一
挙に
手
に
し
たと
と
に
な

る。
そ
し
て
中
屈で
は
現
在、
予
想巡
り
の
雪

胤
現
象
が
起と
っ
て、
護
国
鈴
支
持の
熱
狂
が

渦
巻い
て
い
る
よ
う
だ。
と
の
よ
う
な
ド
ラマ

週刊，νサザ緊急増刊

の
主
人
公・
護
国
鈴
と
は、
で
は一
体
ど
ん
な

人
物
な
の
で
あ
ろ
う
か。

年
齢 、
党
歴
す
べ
て
不
明

い
ま
や
八
億の
民の
領
微
に一
挙に
の
し
あ

がっ
た
義
国
鋒
で
あ
る
が、
そ
の
経
歴
に
は
わ

か
ら
ない
部
分
が
多い。
出
生
地、
生
年
で
さ

え
も
諸
説
が
あっ
て
定
か
で
は
ない。
ζ
の
よ

う
な
ナ
ゾ
を
秘め
て
い
る
と
と
ろ
が、
い
か
に

も
肇
国
鋒
ら
しい
と
もい
え
よ
う
が、
永く
彼

が
工
作
し
て
い
た
毛
沢
東の
故
郷、
湖
南
省
期間

源地
区
で
は、
哨鎖
国
鈴
の
と
と
を「
笑
商
虎（シ

ア
オ・
ミエ
ン・
フ
ー
ご
と
源
名し
て
い
た

とい
う。
「
笑
函
芭
と
は、
読
ん
で
字の
ご
と

〈
「
表
面
はニ
コ
ニ
コ
し
て
い
て
心
が
陰
険
な

人」
と
い
う
意
味で
あ
り、
ま
た
「
え
たい
の

知
れ
ない
人
物」
とい
う
合
意
も
あ
る。

－な
る
ほ
ど、
つ
い
先
日、
F
帝王’
の
霊
前

で
「
悲
し
み
を
カに
か
え」
る
と
と
を
省い、

「
団
結
す
る
の
で
あっ
て
分
裂
し
て
は
な
ら
な

い」
と
唱
え
た
は
ずの
人
物
が、
そ
の
舌
先
も

か
わ
か
ぬ
う
ち
にζ
の
よ
う
な
挙に
出た
の
で

あ
る
か
ら、
，
心
は
出me
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う。

と
ζ
ろ
で、
周
恩
来
死
後
の
去
る二
月、
曲靖

国
銃が
国
務
院
総
理
代
行
と
し
て
笠
織
し、
去

る
四
月
初
句
の
天
安
門
事
件
直
後、
彼
が
党第

一
割問主
席
兼
国
務
院
総
理
に
なっ
て
か
ら、
多

く
の
報
道は
護
国
鈴
が
武
AH
な
男で
あ
り
な
が

ら
農
村
出の
土
の
に
お
い
の
す
る、
い
か
に
も

人
民
中
国
の
P
1
ダ
ー
に
ふ
さ
わ
しい
人
物で

あ
る
か
の
よ
う
に
錨
き
は
じ
め
た。
今
後、
ζ

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
が
さ
ら
に
す
す
め

ら
れ
る・で
あ
ろ
う。
だ
が、
来
た
し
て
諮
問
鋒

は
そ
の
よ
う
に
純
朴
な
人
物
な
の
で
あ
ろ
う

か。
と
ζ
で
は、
入
手
し
て
得
る
か
ぎ
りの
信

頼
し
得
る
材
料に
依
拠
し
て、
護
国
位向の
来
震

を
照
射
し
て
み
よ
う。

義
国
鋒
の
生
年
につ
い
て
は、
一
九
O
九

年、
一
九一
O
年、
一
九一
一
年、
一
九
二一

年、
一
九一
七
年
な
ど
諸
説
が
あ
る。
従っ
て

年
齢
も
五
十
九
歳か
ら
六
十
七
歳ま
で
稲
が
あ

っ
て
定
か
で
ない。
い
ず
れ
に
せ
よ、
六
十
歳

前
後
と
す
れ
ば、
や
は
り
年
齢
的
に
は
後
継9

1
ダ
ー
と
し
て
もっ
と
も
ふ
さ
わ
しい
とい
え

よ
う。
出
生
地
につ
い
て
も
山
西
省、
江
西
省、

湖
南
省
な
ど
の
三
説
が
あ
る
が、
後
は
山
西
靴

りの
言
葉
を
話
すとい
う一
一部
の
朗報
道に
も
か

か
わ
ら
ず、
と
の
点
も
硲
か
で
は
ない。
な
る

ほ
ど、
過
般
の
毛
沢
東
迫
悼
式で
弔
辞
を
朗
読

し
た
際
の
彼の
言
葉
を
聞い
て
い
る
と、
説
り

が
大
変
強い
が、
た
と
えそ
れ
が
山
西
殺
り
で

あっ
て
も、
そ
れ
だ
け
で
山
西
省
出
身
と
は
い

え
ず、
ま
た
外
国
賓
客
に
山
西
省
出
身
だ
と
諮

っ
た
と
もい
わ
れ
る
が、
ζ
の
点
も
確
定
的
で

は
ない。
内
外の
専
門
家
筋で
は、
湖
南
省
出

身、
そ
れ
も
毛
沢
東の
故
郷、
湖
南
省
削
刷出
mm

出
身
だ
と
の
見
方
がつ
よ
い。
だ
と
す
る
と、

制靖
国
鋒
は、
毛
沢
東
が
両
親に
よ
る
，
強
制
的

な
結
婚’
で
生
活
を
共
に
し
な
かっ
た
とエ
ド

ガ
1・
ス
ノ
ー
に
語っ
た、
そ
の
最
初の
婆の

親
戚だ
と
の
噂
が
中
園
内
部
で
伝
わっ
て
い
る

と
の
有
力
な
情
報と
も一
致
す
る
が、
ζ
の
辺

の
真
偽い
か
ん
は
中
国
の
政
治
風
土
に
お
い
て

は、
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
で
あ
ろ

aJ。学
歴
は
師
範
学
校
出で、
一
九
三
七
年
頃、

社
会
主
義
背
年
図
貝か
ら
中
国
共
産
党に
入
党

し
た
様様で
あ
り、
ほ
ぼ
同
時
に
延
安
根
拠
地

入
り
を
果
た
し
て、
一
説に
は
抗
日
憲
政
大
学

に
学
ん
だ
と
もい
う。
い
ず
れ
に
せ
よ、
長
征

に
は
加
わっ
て
い
ない
も
の
の、
延
安
に
は
早

〈
か
ら
入っ
て
い
た
ら
しい。
一
九
三
九
年、

総
秀
郎
（
当
時、
北
京
大
学
教
授、
建
国
後、

最高
人
民
法
院
長）
に
従っ
て
山
西
省
太
行
山

地
区へ
赴
き、
抗
日
遊
怒
隊の
宣
伝工
作
に
従

事
し
た
模
様で
あ
る。

ζ
の
問、
江
西
省
で｝
時、
抗
日
グ
Fラ
に

加
わっ
た
と
の
情
報
も
あ
る
が、
と
う
し
て

四
0
年
代
は
主
に
山
西
省
で
工
作
に
当
た
り、

山

西省路
mm
（
交
城
県ほ
か）
の

党委民会
書

記
を
歴
任
し
た
様
様で
あ
る。
一
九
四
九
年の

中
護人
民
共
和
国
成
立
後
は、
党の
高
級
幹
部

・
李
窓
臨時
（
当
時、
中

共中央
中南
局
組
織
部

長）
に
従っ
て
党中
央
直
絡の
地
方ピ
ι
l
ロ

ー
の一
つ
H
党
中
央
中
南
局
（
武
漢）
の
組
織

部
お
よ
び
統一
般
線
工
作
部の
処
長
と
念
り、

一
九
五
二
年
に
は
湖
南
省へ
移っ
て
省

党警員

会
統一
戦
線
工
作
部
副
部
長
と
なっ
た。
五
五

年
に
は
毛
沢
東
の
故
郷、
湖
南
省

湘mm地区
委

員
会
硲
記に
念っ
て
い
る。

浦
湾
で
毛
主
席
の
知
遇
得
る

以
来、
慈
図
録
は、
一
九
七一
年
九
月
の
林



に、
そ
の
針
の一
点
を一
貫
し
て
守っ
て
き
た

人
物
で
あ
れ
ば
と
そ、
議
国
鈴
の
今
日
が
あ
る

の
か
も
し
れ
ない。

彼
は
農
業
合
作
社
運
動
が
高
ま
りつつ
あっ

た
五
五
年
十一
月、
処
女
論
文
「
農
村
各
階
廊

の
動
棉却を
十
分に
研
究し
よ
う」
を
当
時の
中

国
共
産
党の
準
理
論
詑『学
習』
に
発
表し
て
い

る。
だ
が
本
誌
に
訳
出し
た
右
の
論
文（
別
掲）

が
示
す
よ
うに、
護
国

鋒
の
活
動
は
あ
く
ま
で

も
党
専
従
者
（アパ
ラ

l
チ
キ）
と
し
て
の「
農

村D
伶」
の
分野
に
あ

っ
た
の
で
あ
り、
彼
自

山河
が
農
民と
し
て
土
に

ま
み
れ
て
い
た
の
で
は

決
し
て
な
い
の
で
あ

る。
し
か
も、
議
国
鈴

は
右
の
論
文
の
最
後
を

「
党の
政
策
を
貫
徹し

実
現
す
る
た
め
に
は、

ま
ず
党
内で
尖
鋭、
激

烈
な
思
想
闘
争を
く
り

ひ
ろ
げ、
と
れ
ら
の
誤

っ
た
思
想
を
批
判し、

粛
前
し
な
け
れ
ば
な
ら

念い」
と
述べ
て
い
る

ζ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う

に、
き
わ
め
て
強
硬
念

%の
路
線
の
推進
者で

あっ
た。
そ
し
て、
党

委員
会
答
記
と
し
て
党

週刊，，，�1'緊急地刊

彪
事
件
発
生
以
後、
市
件
の
調
査工
作
の
た
め

に
北
京へ
移
る
ま
で、
二
十
年
近
く
の
歳
月
を

毛
沢
東の
故
郷で
過ど
すの
だ
が、
あ
の
広
大

な
中
国
社
会に
お
い
て、
針
の一
点
で
し
か
な

い
よ
う
念
湖
沼
県で
彼
が
工
作
し
て
き
た
と
と

が、
今
日、
大
き
な
意
味
を
もつ
に
い
たっ
た

の
は、
い
う
ま
で
も
な
く、
毛
沢
東
と
の
固
有

の
関
係に
根
ざ
すの
で
あ
ろ
う
し、
ま
た
同
時
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の
組
織
部
や
統一
般
絞工
作
部
を
歩
ん
で
き
た

と
い
うζ
と
は、
彼
が一
政
し
て
党
官
僚の
地

位に
あっ
た
ば
か
り
か、
党
の
特
務・
公
安
関

係の
仕
事
に
従
醸
し
て
き
たζ
と
を
意
味
す
る

の
で
あ
る。

と
の
と
と
と
そ、
義
国
鋒
が
昨
年一
月
の
第

四
期
全
国
人
民
代
表
大
会
で
公
安
部
長に
松
任

し、
今
回
の
「
四
人
組」
追
放で
は、
中
国
共

産
党の
特
おの
震
鋲
で
，
毛
沢
東
王
朝’
の
枇町

議
を
担っ
て
き
た
人
民
解
放
軍
八
三
四一
部
隊

の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
と
と
も
に、
要
人の
枇官
官躍

と
蚊
視の
た
め
の
中
央
続
術
処
の
責
任
者、
在

来
興
を
擁
し
て、一
挙に
，
予防
ク
ー
デ
タ
ー’

を
断
行
し
た
手
並
み
の
来
源
で
あっ
た
と
い
え

よ
う。彼

は、
ま
た、
は
や
く
も
五
五
年
当
時
か

ら、
郷
少
脊
系
列に
あっ
た
党
の
湖
南
省
餐民

会の
反
対
を
押
し
切っ
て
毛
沢
東
の
旧
居
を
中

心
と
す
る
，
毛
沢
東
記
念
館’
「
革
命政
顕
陳

列
館」
の
修
築
に
つ
と
め
た
り、
毛
沢
東
の
出

身
村で
あ
る
紹
山の
水
利
建
設工
事
に
尽
力し

た
り
し
て
毛
沢
東に
む
くい
た
と
もい
わ
れ
て

い
る。
湖
南
省
で
は
聞剛
省
長
もっ
と
め
た
が、

五
八
年に
開
始
さ
れ
た「
大
路
進」
政
策
で
は、

当
時の
湖
南
省
党
委員
会
第一
書
記
で
かつ
て

の
毛
沢
政
の
秘
台・
周
小
山川
が
同
じ
く
湖
雨
省

出
身
で
「
大
尉進」
政
策
に
まつ
ζ
う
か
ら
反

対
し
た
彰
徳
制限・
国
防
部
長の
側
に
立っ
て
毛

沢
東
に
緩
い
た
と
き、
議
国
鈴
は
断
固
と
し
て

毛
沢
東
擁
護
の
先
頭
に
立っ
た
と
もい
わ
れ
て

い
噌令。や

が
て
全
中
国
を
揺
さ
ぶっ
た
文
化
大
革
命

で
は、
湖
南省
出
身
の
劉
少
脊
路
線
が
洲
市一

端
で
も
線
強
い
な
か
で、
彼
は
男
刷、
笑
縮
派

打
倒に
立
ち
あ
が
り、
間以
平
化・
湖
南
省
委第

一
魯
記、
王
延
容・
同
第二
世
紀
ら
湖
南の
実

権
派
を
追
放
す
る
先
兵と
なっ
た。
六
七
年

夏、
議
北・
中
南・

議東地
区
巡
視の
途
中、

久々
に
湖
南
を
訪
れ
た
毛
沢
東に
は
親し
く
指

示
を
受
けて
い
る。
ζ
う
し
て
六
七
年
九
月、

湖
南
省
革
命
委員
会
準
備
小
組
閣
組
長
と
なっ

た
筆
国
鈴
は、
翌
六
八
年
四
月に
全
国
で
最
初

の
省レ
ベ
ル
の
革

命餐員会が
成
立
し
た
と
き

に
は
そ
の
第二
副
主
任
と
な
り、
翌
六
九
年
四

月
の
九
金
大
会で
は
「
主
席
回」
に
選
ぼ
れ
る

と
同
時に
つ
い
に
党
中
央
署以
に
なっ
た
の
で

あ
る。
七
O
年
十
二
月、
湖
南
省
党
委同
会が

再
建
さ
れ
る
と、
彼
は
党
第一
簿
記
兼革
命
委

員
会
主
任に
就
任
し
て、
名
実
と
も
に
湖
南の

9
1
ダ
ー
に
なっ
て
い
た
の
で
あ
る。

右
を
斬
り 、
返
す
万
で
左
を

と
の
問、
注
目
すべ
き
と
と
は、
や
が
て
極

左
分
子
と
し
て
批
判
さ
れ
た
，
徹
底
造
反’
の

紅
衛
兵グル
ー
プ
「
省
無
勝」
（
湖
南
省
会
無

産
階
級
革
命
派
大迎

合養日会）
か
ら
護
国
鈴

が
六
八
年一
月に
「
地
方の
走
資
派」
と
し
て

批
判
さ
れ
て
い
るζ
と
で
あ
る。
そ
し
て
お
そ

ら
く
慈
国
鈴
は
六
八
年一
月二
十
六
日
の
長
沙

に
お
け
る
「
省
総
聯」
打
倒の
十
万
人
大
集
会

を
指
摘噌し、
極
左
派
鋲
圧
に
窓
要
な
役
割
を
演

じ
た
で
あ
ろ
う
が、
と
の
経
絡
は、
昨
秋
の

「
農業
は
大
祭
に
学ぶ
全
国
由民
薬
会
議」
で
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「
右」
の
部
小
平
と
「
左」
の
江宵が
対
立
し

た
と
き、
パ
ヲ
ン
サ
1
の
立
場
か
ら
総
括
報
告

を
お
と
ない
つ
つ
も
決
し
て
左
の
立
場
に
立
た

ず、
今
回
は
「
友」
の
四
人
組
を一
挙に
切
り

落
と
し
たζ
と
と
も
関迎
す
る
の
か
も
し
れ
恋

い。と
うし
た
経
過の
の
ち
七一
年
九
月の
林
彪

事
件に
際
し
て
は、
事
件
の
調
査工
作に
参
加

す
る
た
め
北
京に
招か
れ、
「
林
彪事
件
審
査

特

別委日
会」
Mm
m
nH
とい
う
屯
月以
を
抱っ
た

の
で
あっ
た。
七
三
年の
耳の
十
金
大
会で
は

つ
い
に
党
中
央
政
治
局
安貝
と
な
り、
昨
年一

月の
全
国
人
民
代
表
大
会で
は
国
務
院
副総
理

兼
公
安
部
長に
後
棚制さ
れ
た。

と
の
よ
う
な
経
歴
を
もっ
護
国
鋒
は、
在
来

閣内が
江
背
夫
人
よ
り
以
前
か
らつ
ね
に
毛
沢
東

の
身
辺
警
護
役
と
し
て
μ
黒
子’
の
よ
うに
毛

沢
東に
寄
り
そっ
て
き
た
の
と
問
機、
，
毛
王

初’
の
い
わ
ば
正
系
で
あ
り、
江唱げ
らと
そ
成
り

上
が
り
の
新
参者
で
あっ
た
の
か
も
し
れ
ず、

と
の
あ
た
りに
と
そ、
今
回
の
ド
ラマ
の
カ
ギ

が
あ
る
よ
うに
思
わ
れ
る。
だが
同
時に、
周

恩来、
磁
小
平
系
統の
党
長
老や
軍
幹
部
が
当

面
は
筆
国
鈴
支
持
に
傾い
てい
る
と
し
て
も、

や
が
て
，
反
文
化
大
革
命’
が
す
す
み、
毛
沢

東
政
治
の
カ
タ
をつ
け
るべ
く
非毛
沢
東
化
が

す
す
み
ゆ
く
と
き、
と
れ
ら
の
脱
文
革の
潮
流

と
護
国
鈴
の
過
去
と
の
あい
だに
闘抽出仰が
起
き

亀
裂
が
生
じ
ない
とい
う
保証
は
ない。
今
岡

の
禁
固
鈴
支
持へ
の
転
換
が
あ
ま
りに
も
A識

で
あ
る
だ
けに、
将
来へ
の
不
安
も
ま
た
大
き

い
で
あ
ろ
う。

遍く
人
口
に
贈
炎
し
た
「
波
兎
死
し
て
良
狗

煮
ら
る」
とい
う
中
国
の
援の
意
味
を
い
まと

そ
か
み
し
め
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ない
の
は、
撃

箇
鈴
そ
の
人で
あ
る。

尖
鋭
な
思
想
闘
争
を
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湘
源
地
区
の一
九五
三
年
容
季
は、
七
十
五

の

録業生産
合作
社に
霊
点
を
し
ぼっ
て
被験

的
に
やっ
て
み
た
が、
昨
冬
か
ら
今
容に
か
け

て
は
四
千
九
百
三
十三
の
合
作
社
へ
と
発
展

し、
合
作
社に
加
入
し
た
農
家
は

州民家総
数
の

五・
ニパ
ー
セ
ン
ト
に
速
し
た。
今
年の
駄の

ま
えに
は
ま
た
新
たに
六
千四
百二
の
合
作
社

が
つ
く
ら
れ
て、
加
入
農
家
は
す
で
に
十一
パ

ー
セ
ン
ト
に
逮
し
た。
一
年
来、
合
作
社
をつ

く
り
合
作
社
を
経
話
す
る
とい
う
抜
本
的
情
況

は
良
好
な
も
の
で
あ
り、
そ
ζ
に
あ
ら
わ
れ
て

い
る
の
は、
古
く
か
ら
の
合
作
社
は二、一二
年

来
す
で
に
き
わ
め
て
大
き
な
優
越
性
を
明
白に

週刊・，z，サザ緊急増刊

示
し
だ
し
て
お
り、
多
く
の
合
作
社が
すで
に

発
展
し
て
地
区
全
体
の
政
策
合
作
社の
旗
じ
る

し
と
な
り、
手
本に
在っ
てい
る
と
と
で
あ

る。
今
年
の
務
ま
え
につ
く
ら
れ
た
合
作
社

は、
一
年の
努
力
を
経て、
早
稲
と
中稲が
盤

収
で、
九
十パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
合
作
社が
増

産
し
た。
般開
制明活
動
を
経
て、
側々
の
合
作
社

以
外で
も、
み
な
固
まっ
て
き
て
い
る。

一
年
来の
合作
化
運
動の
発
展
が
か
な
り
正

常
で
健
全で
あ
る
と
と
の
原
因は、
党
中央の

正
しい
方
針、
政
策
と
省の
党安
員
会の
具
体

的
な
指
滋の
も
と
で、一
年
を
述
し
て
部
似し、

一
つ
ずつ
砂
防
し、
一
つ
ずつ
発
展
さ
せ、
一

つ
ずつ
間め
て
ゆ
く
とい
う
指
示
を
貫
徹
し
て

実
行
す
る
と
と
も
に、
牛涯
を
う
ま
く
や
り、
長

村
に
お
け
る
党の
階
級
政
策
を
貫
徹
し
て
実
行

す
る
と
い
うこ
つ
の
ポ
イン
ト
を
ま
ず
第一
に

しっ
か
り
と
つ
か
ん
だ
か
ら
で
あ
る。
い
ま、

淵
源
地
区
の
合
作
社
を、
党の
階
級
政
策
を
貫

徹
し
て
実
行
す
る
な
か
で
の
情
況
と
問
題に
露

点
を
置い
て、
以
下
簡
単に
述べ
て
み
たい。

党
は
過
渡
期
の
総
路
線に
Lお
い
て
わ
れ
わ
れ

を
教
育
し、
わ
れ
わ
れ
に
削減
村
に
お
け
る
党の

階
級
路
線
を
ま
ず
明
確に
し
た
が、
わ
れ
わ
れ

が
新
しい
社
会
主
義
革
命の
時
期の
農
村
各
階

胞
の
動
態に
たい
し
て、
調
査
研
究
が
不
足

し、
階
級
分
析
の
観
点
か
ら
問
題
を
見
ると
と

が
う
ま
く4な
かっ
た
た
め
に、
貧
農
お
よ
び
経

済
的
に
ま
だ
裕
富で
ない
農
民の
合
作
化
運
動

に
お
け
る
税
額
性へ
の
認
訟
が
不
足
し、
体
験

が
浅
く、
農
村
の
富
裕
も
し
く
は
比
較
的
富
裕

也弘
法
民が
合
作
化へ
の
泊
を
歩む
う
え
で
の
動

揺
性に
つ
い
て
の
甥
識
も
ま
た
非
常に
浅
く、

富
裕
ま
た
は
比
較的
富
裕
な
農
民
を
合
作
社に

加
入
さ
せ
て
と
そ
合
作
社の
生産
を
う
ま
く
や

る
ζ
と
が
で
き
る
と
誤っ
て
考
え
て
い
た。
そ

の
た
め
昨
冬
か
ら
今
春
に
か
け
て
合
作
社
をつ

くっ
た
と
き
に
は、
多
くの
地
方で
富
裕
中
燥

に
加
入
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
に
多
く
の

時
間
を
浪
費
し、
そ
の
た
め
若
干
の
富
裕
中山総

を
性
急
か
つ
不
適
当
に
合
作
社に
加
入
さ
せ
た

が、
彼
ら
は
加
入
後、
思
想
問
題
が
き
わ
め
て

多
く、
い
つ
も
脱
退
す
る
と
い
っ
て
合
作
社の

幹
部
や
社
員
を
Lお
ど
か
し
た
の
で
あ
る。

ζ
う
し
た
制
況の
も
と
で、
多
く
の
合
作
社
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は
後
ら
に
たい
す
る
思
想
教
育
と
必
要
な
批
判

を
経
視
し、
反
対
に
経
済
上
の
四
歩で
もっ
て

彼
ら
の
気
持
ち
を
な
だ
め
よ
う
と
し
た
が、
ζ

れ
と
そ
不
可
避
的
に
貧由民の
利
益
に
損
害
を
与

え、
合
作
社の
強
化
に
ま
で
影響
を
お
よ
ぼ
す

の
で
あ
る。
一
年
来
の
合
作
社の
経
営
経
験
は

わ
れ
わ
れ
を
教
育
し、
わ
れ
わ
れ
は
合
作
社の

経
営
の
よ
し
あ
し
や
強
固で
あ
る
か
否
か
を
体

験
し
は
じ
め、
合
作
社
に
参加
し
て
い
る
人
で

と
く
に
中
心
的
な
人
び
と
は
決
定
的
な
役
割
を

来
た
し
て
い
る。
ま
た、

会酬緩
や
新
旧
中州民の

う
ち
の
下
庖
申盛
に
しっ
か
り
と
依
拠
し
な
け

れ
ば、
合
作
社
を
う
ま
くつ
く
り
強
化
す
る
と

と
は
で
き
ない
と
い
え
よ
う。
だ
が、
わ
れ
わ

れ
は
貧
袋
に
依
拠
す
る
と
と
を
強
調
す
る
と

き、
党
内
外の
さ
ま
ざ
ま
な
反
対
思
想
に
摺
越

し
た
が、
尖
鋭
念
思
想
闘
争を
経て、
党
内の

思
想
は一
歩一
歩
統一
に
到
る
と
と
が
で
き

た。
幹
部の
な
か
に
は
ど
ん
な
誤っ
た
思
想
が

存
荏し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

的
地
位
に
よっ
て
彼
ら
が
もっ
と
も
合
作
化
を

必
要
と
す
る
よ
う
決
定づ
け
ら
れ
て
お
り、
た

ん
に
合
作
社へ
の
参
加
を
積
極
的
に
希
望し
て

い
る
ば
か
り
か、
同
時
に
合
作
社の
経
営
に
た

い
し
て
も
もっ
と
も
積
極
的
で
断
間と
し
て
い

る
と
と
を
理
解
し
念い
の
で
あ
る。
期間
源
泉
割問

山
郷の
貧
農、
隊
仁
恒
は、
な
ぜ
合
作
社へ
の

参
加
が
必
要か
に
ふ
れ
て、
「と
ζ
数
年の
個

人
経
営
は、
ど
れ
だ
け
ひ
どい
自
に
会っ
た
か

知
ら
ない。
一
昨
年、
大
通
り
の
附
近
の
三つ

の
回
が
♀
ばつ
で
地
割
れ
し
た
と
き、
私
は、

遣い
あ
がっ
て
浴
波
周
の
緩
械を
借
り
に
行っ

た
が、
そ
の
途
中五、
六
軒
の
家
を
歩
く
と、

あ
る
家
で
は
自
分
で
使
う
か
ら
と
い
い、
ま
た

別の
家
で
は
明
ら
か
に
放
位
し
で
あ
る
の
に
貸

し
て
く
れ
ず、
三
塁の
追
を
走
り
親
戚の
家
に

行っ
て
やっ
と
借
り
て
主
戦
と
本
体
と
部
品
を

三
回
に
分
け
て
背
負っ
て
運
ん
だ。
そ
の
う
え

瀦
滋
用
の
機
械が
な
け
れ
ば一
滴の
水
も
な
く

な
る
と
と
ろ
だっ
た
が、
親
戚
が
来て
返せ
と

い
うの
で
仕
方
な
く
ま
た
数
回
背
負っ
て
返し

に
行っ
た。
自
分で
は
牛
を
もっ
て
な
い
の

で、
い
つ
も
他
人
が
使い
終
えて
か
ら
借
り
て

私
が
紛
で
柿析
す
手
助
け
を
し、
い
つ
も
人
に
遅

れ
て
閏
植え
を
し
た。
毛
主
席が
い
っ
た
と
と

は
ま
ち
が
い
ない。
私
は
合
作
化
の
迫
を
歩
む

だ
け
だ」
と
語っ
た。

湖陽
保店
吉
郷
の
貧
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必
ず
貧
農
の
指
導
に
従・
え

あ
る
同
志
は、

出産
に
依
拠
し
さ
え
す
れ
ば

合
作
社の
経
営
は
う
ま
〈
で
き
る
と
考え
て
い

る。
そ
の
理
由
は、

中践は
生
産
手
段が
充
足

し
て
お
り、
生
産
経
験
が
あ
り、
労
働
能
力が

あ
る
か
ら
だと
い
うの
で
あ
る。

貧肌艇
は
経
済

哉、
強
良
は、
個
人
お
よ
び
他の
人
と
迎
名で

三
十
二
回
も
申鴨剛
容
を
書
き
合
作
社へ
加
入
を

希
望
し
た、
と
述べ
て
い
る。
寧
郷
旧派
資
相
郷

の
貧剛様、
開淑
立
権
は
党
支
部
容
況に
加
入
を
求

め
た
と
き
「
私
の
加
入
は、
長い
あい
だ
鍛
え

て
食
物
を
求
め、
長い
あい
だ
日で
りで
雨
を

求
め
る
の
と
同
じ
だ」
と
語っ
た。
貧
農
は
加

入
後
も
ま
さ
に
合
作
社
を
わ
が
家
と
し、
い
つ

も
社
を
う
ま
く
経
営
す
る
方
法
を
考
え
て
い

る。
あ
る
者
は
止宿
の
た
め
に
社
外
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
し、
か
せい
だ
金
は、
食
を
切
りつ
め

て
倹
約
し、
さ
ら
に
い
く
ら
か
を
出し
て
合
作

社へ
投
資
し
て
い
る。
あ
る
者
は
腹
をへ
ら
し

な
が
ら
も
鋤
き
に
出
る。
後
ら
は
合
作
社
で、

掌白
をい
と
わ
ず
怨
み
事
もい
わ
ず、
多
く
の

店街裕農
民が
や
り
た
が
ら
ない
きつ
い
仕務
も

す
ぐ
に
行っ
て
や
る。

長
沙
県
高
山
郷の
三つ
の
農
業
生
産
会
作
社

の
統
計
に
よ
れ
ば、
今
年
は
中由民
よ
り
貧
農の

投
資が
さ
ら
に
多い。
繍
湾
合
作
社
で
は
田
植

え
の
と
き
に、

中農の
気
持
ち
が
ふ
る
わ
ず
二

戸が
動
揺
し、
一
戸は
脱
退
す
る
と
い
い
出
し

「
時
代
に
合
わ
ない
合
作
社
だ」
「
沈
没
す
る
船

の
よ
う
念
合
作
社
だ」
と
不
平
をい
っ
た
が、

四一戸の
貧
農
は
か
えっ
て
率先
し
て
二
百
斤の

莱
を
出
し
て
種
を
繍い
椋え
そ
ろ
え
た。
食
後

も
あ
る
者
は
意
気
消
沈
し
た
が、
大
郊
分
は
わ

れ
わ
れ
の
根
気
鐙い
援
助
が
不
足
し
て
い
た
た

め
に
彼
ら
に
思
想
上
の
心
配
を
も
た
せ
た
の
で

あ
る。
あ
る
者
は
自
分
の
生
産
手
段が
少
ない

の
で
加
入
後
他
人
か
ら
悪
口
をい
わ
れ
た
り
差

別
さ
れ
る
と
と
を
心
配
し、
あ
る
者
は
加
入
後

投
資
す
る
金
が
ない
と
と
を
心
配
し、
あ
る
者

は
生
活
が
苦
し
く
宮
前
の
生
活
を
解
決
す
る
と

と
に
忙
し
く
て
公
社の
活
動
に
参
加
す
る
と
と

が
少
な
く、
そ
の
うえ一
部
の
幹
部
は
さ
ら
に

彼
ら
を
差
別
し
攻
怨
し
た。
そ
の
た
め、
彼
ら

は
態度
が
消
極
的
と
念
る
の
で
あ
る。
わ
れ
わ

れ
の
工
作
を
深め、
貧
農
が
実
際
の
園
祭
を
解

決
す
る
と
と
を
配
慮
し、
後
助
し、
後
ら
に
た

い
す
る
育
成
と
教
官
を
強
化
す
れ
ば、
彼
ら
は

必
ず
積
極
的
に
な
る
で
あ
ろ
う。

ま
た一
部
同
志
位、
貧
設
に
依
拠
す
る
迅
速

は
正
しい
が、
現
在
貧
農
は
非
常
に
少
数
で
あ

っ
て、
み
なh
さ
さ
か
老
弱
で
あ
り、
恋
人
や

ど
ろっ
き
で
あっ
た
り
し
て
依
拠
す
る
対
象に

は
な
り
符
ない
と
考え
て
い
る。
実
際
の
情
況

は
ど
うで
あ
ろ
う
か
？。
わ
れ
わ
れ
の
調
査
に

よ
れ
ば、
長
沙
mm怠
猪
郷の
貧
農
は、
なお
金

村の
総
戸
数
の
三
十
四・
三．ハ
1
セ
ン
ト
を
占

め
て
お
り、
湖
沼

県棋侮
郷の
貧
農
は
総
戸
数

の二
十
七パ
ー
セン
ト
を
占
め
て
い
る。
と
れ

ら
の
人
び
と
は
現
在な
必
貧
窮
で
あ
る
が、
裕

富で
は
ない
生
活
を
お
くつ
て
お
り、
そ
の
原

因
は、
彼
ら
の
あ
る
者
は
財
産
が
乏
し
く、
あ

る
者
は
借
金
が
多
く、
毎
年
の
支
払い
利
息
が

年
毎に
追い
つ
か
ない
か
ら
で
あ
る。
あ
る
者

は
家
族
数
が
多
く
労
働
力
が
少
念い
か
ま
た
は

ない
か
ら
で
あ
り、
あ
る
者
は
天
災
や
病気
や

死
亡
に
よ
り
経
済
的
に
零落
し
た
か
ま
た
は
破

産
し
た
か
ら
で
あ
り、
あ
る
者
は
生産が
満
足

に
で
き
ず、
経
営
も
う
ま
く
な
い
か
ら
で
あ

る。
州民
村
の
本
当
の
寡
婦
や
老
弱
者
にい
たっ

て
は、
実
際
に
は
農
村
人
口
の
わ
ずか
四
J
五
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パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
に
す
ぎ
ず、
怒
人

縫
具の
ない
も
の、
労
働
力の
ない
も
の
はい

や
ど
ろっ
き
も
ど
〈
少
数に
す
ぎ
ない。

ら
ない」
とい
っ
た。
一
部
の
上
溺中
設
は
強

盛
村で
は
や
は
り
貧
農
は
か
な
り
の
数
を
占

制
約
に
加
入
さ
せ
た
あ
と、
金
が
あ
る
の
に
投

め
て
お
り、
そ
れ
ら
の
貧
農
は
少
な
く、
み
な

資
し
な
かっ
た。
期間
関
県
消
渓
郷
の
故
大
海

老
弱で
なに
も
で
き
ない
と
か、
恋
人
や
ど
ろ

（
新
しい
上
問中
段）
は、
彼の
家κ
七
百
元

っ
き
だ
と
かい
う
論
調
は
根
拠の
ない
も
の
で

の
預
金
が
あっ
た
が、
何
回
も
の
働
き
か
け
を

あ
る。
新
しい
中
長の
う
ち
の
下
朋中
哉は、

経て、
し
ぶ
し
ぶ
合
作
社に
六
同の
投
資
を
し

土
地
改革
後い
く
ら
か
上
昇し
た
と
はい
え、

た
け
れ
ど、
貧
農
が
合
作
社
か
ら
金
を
借
り
る

経
済
的
地
位
は
き
わ
め
て
弱
く、
彼
ら
は
貧
農

の
を
知
る
と、
彼
も
合
作
社か
ら
四
同
八
十
銭

と
情
況
が
似て
い
る。
旧
中
疫の
う
ち
の
下
層

を
借
り、
結
局
彼
が
笑
際に
投
資
し
た
の
は
た

中
農
は
経
済
的に
も
裕宮
で
な
く、
生
産
と
生

だ
の一
同二
十
銭で
あっ
た。

活に
おい
て
な
お
少
な
か
ら
ぬ
困
難
が
あ
る。

肥
料の
投
資に
おい
て
も
か
く
の
ど
と
く

そ
の
た
め
彼
ら
は
合
作
化
運
動に
たい
し
て
も

で、
自
家
肥
料は、
ま
ず
自
分の
水
聞
や
畑へ

積
極
的
で
あ
り、
合
作
化
運
動
が
依
拠
すべ
き

向
け、
合
作
社に
出
す
と
き
は
尚
附胞
を
争ぃ、

カで
あ
る。

あ
る
者
は
と
の
よ
う
に
小
さいと
と
に
ま
で
あ

新
問
中
長の
う
ち
の
上
届中
燥
に
つ
い
て

れ
と
れい
っ
て、
「
わ
が
家
はい
い
も
の
を
食

は、
彼
ら
は
生
産
手
段
を
多
く
所
有
し
て
お

べ
て
い
る
か
ら、
出
す
紫
も
肥
料と
し
て
効
用

り、
お
の
ずか
ら
資
本
主
義
化
す
る
傾
向
が
強

が
大
き
く、
他
人
よ
り
値
段
を
高く
し
て
ほ
し

く、
か
れ
ら
は
合
作
社に
参
加
す
る
と
と
に
た

い」
と
さ
えい
っ
た。
一
部
の
上
胸
中
設
は
合

い
し
て
消
極
的
で
あ
り、
反
対
の
気
持
ち
を
も

作
社
で
仕
事
が
忙
しい
と
き
働
き
に
出な
かっ

っ
て
い
る。
湖
沼間旅
館
山
郷の
旧上

周中哉、

た。
長
沙問m二
区
の
合
心
村の
宝
塔
合
作
社
で

郷
春
涼
は
貧曲艇
が
互
助
組
に
加
入
す
る
の
を
拒

は
五一戸の
富
裕中
盤
が
農
繁
期
に
鋤
き
に
出

否
し、
互
助組が
会
長
を
加
入
さ
せ
よ
う
と
し

ず、
逆
に
区
に
行っ
ゼ
食べ
で
は
さ
わい
だ。

た
と
き
に、
彼
は、
「
組
合
員K
吸
収
す
る
の

あ
る
者
は、
社
内
で
指
導
縦を
争っ
た。
長
沙

に
次
の
五つ
に
該
当
す
る
者
はい
ら
ない。
す

県向
山
郷の
繊
湾
合
作社の

富裕中
哉、
胡
生

な
わ
ち、

生産の
う
ま
く
ない
も
の、
楽
性の

織
は
社の
業
務
管
理

委員会の
指
導
に
従
わ

よ
く
ない
も
の、
肥
料の
ない
も
の、
耕
牛
や

ず、
「
社
内の
い
ろい
ろ
の
事
柄
は、
自
分
を
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通
じ
な
く
て
は
や
りと
念
せ
な
い」
と
い
っ

た。
一
忽
来、
ζ
れ
ら
の
生々
しい
事
例
が
幹

部
を
教
育し、
従っ
て、
合
作
社
をつ
く
り
合

作
社
を
う
ま
く
経
営
す
る
に
は
必
ず
会
長
と
新

旧
下
層
中畿に
依
拠
し
な
け
れ
ば
念
ら
ない
と

い
う
み
ん
な
の
翻陣
織
を一
歩一
歩
高め
た
の
で

あ
る。
富

裕中削減に
つ
い
て
は、
比
較的
自
覚

し
た
少
数
の
自
願の
要
求
が
強い
者
を
除
い

て、
現
在
は
無
理
に
彼
ら
をひっ
ぱっ
て
き
て

は
な
ら
ない。
古い
合
作
社の
－な
か
の
す
で
K

加
入
し
て
い
て
現
在
脱
退
を
望
む
者につ
い
て

は、
附脱
退
を
許
可し
て
よい
し、

本当に
自
ら

留
ま
る
と
と
を
望む
者
も、
留
め
て
よい
が、

必
ず
貧
農の
指
灘に
従い、
集
団の
利
益に
従

わ
な
け
れ
ば
な
ら
ない。
必
ず
ま
じ
め
に
相
互

の
利
益
を
は
か
る
政
策
を
と
りつ
づ
け
るべ
き

で
あ
り、
当
爾
は
加
入
を
望
ま
ない
そ
れ
ら
の

富
裕
中
盤に
は、
し
ば
ら
く
の
時
間
的
猶
予
を

与
え
て
よい。

以
上、
と
れ
ら
の
謀っ
た
思
想
を
生
む
原
因

は、
主
に
わ
れ
わ
れ
が
ま
だ
土
地
改革の
時
期

の
古い
観
点
に
留
まっ
て
い
て、
数
年来の
袋

村の
階
級
的
変
化
の
情
況に
たい
し
て
具
体
的

な
分
析
と
理
解
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
で
あ

り、
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
の
理
論
水
準が
低
く、

階
級
分
析
の
方
法
を
用い
て
経
済関
係
か
ら
各

階
級の
合
作
化に
たい
す
る
態度
を
分
析
で
き

ない
か
ら
で
あ
り、
従っ
て
現
象
を
見
る
だ
け

で
本
質
を
見ぬ
け
ない
か
ら
で
あ
る。

と
く
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ない
の
は、

若
干
の
区
や
村の
幹
部
の
家
庭は
も
と
も
と
富

裕
中
長
で
あ
る
か
あ
るい
は
土
地
改革
後に
上

口肝し
て
富
裕
中
盤と
なっ
た
も
の
で
あっ
て、

社
会
主
議に
たい
し
て
関
心
が
布
く
な
く、
ま

た
教
育
も
不
足
し
て
い
る
と
と
で
あ
る。
そ
の

た
め
彼
ら
は
い
つ
も
知
ら
ず知
ら
ずの
う
ち
に

一
部の

富裕農
民の
思
想
や
気
分
を
反
映
し
て

お
り、
貧
農の
困
難
を
体
制何
で
き
ない。

も
し
も
土
地
改革と
問
機に
回
を
分
配
す
る

の
だ
と
考
え
る
な
ら、
上
口升が
念い
の
は
ま
さ

κ
怠
惰で
あ
る
か
ら
で
あ
る。
そ
の
た
め
食
設

に
たい
し
て
差
別
的
態度
を
とっ
た
り、
一
部

の
生
活
困
難
な
貧
誌に
たい
し
て
い
つ
も
差
別

し
た
り
あて
と
すっ
た
り、
や
た
ら
に
の
の
し

る
態度
す
ら
も
と
る
の
で
あ
る
が、
富
裕
農
民

に
たい
し
て
は
む
し
ろ
情
感
が
深く、
と
く
に

は
な
は
だ
しい
者
は、
「
貧
農
は
社
会
主
義
を

食いつ
ぶ
し、

中山援
が
社
会
主
義
を
建
設
す

る」
と
さ
えい
っ
て
い
る。
依
田燃の一
人の
地

区
長
は
食
袋
を
の
の
しっ
て、
「
お
前
た
ち
に

依
拠
し
た
ら、
社
会
主
義
を
建
設
す
る
な
ど
と

い
え
ない
ば
か
り
か、
と
の
貧
土
鍋
（
小
さ
な

鋲）
さ
え
建
設
で
き
ない」
とい
っ
た。
長
沙

問肘
召
開
区

郷幹部
会の
と
き、
一
人
の
郷
長

は、
「
自
分
は
合
作
社に
参
加
し
て
もい
い
と

と
は
ない。
も
し
も
自
分
が
党
員
で
な
け
れ

ば、
す
ぐ
に
で
も
脱
退
し
たい」
とい
っ
た。

と
の
ζ
と
は、
わ
れ
わ
れ
の一
部
の
農
村
幹
部

と
党
員が
す
で
に
お
の
ずか
ら
資
本
主
義
的
な

傾
向へ
の
重
大
な
影
響を
受
け
て
い
る
ζ
と
を

説
明
し
て
い
る。
党の
政
策
を
貫
徹し
笑
現
す

る
た
め
に
は、
ま
ず
党
内
で
尖
鋭、
激
烈
な
思

想
闘
争を
く
り
ひ
ろ
げ、
と
れ
ら
の
誤っ
た
思

想
を
批
判
し
粛
清し
念
け
れ
ば
念
ら
念い。
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